
　 「 茨 城 県 は 首 都 圏 に 近 く 、 自 然 が と て も 豊 か で思 っ て い た よ り も す ご く い い と こ ろ 。 地 域 ご と の特 色 も 豊 か な の で ポ テ ン シ ャ ル は 非 常 に 高 い と 思う 」 と 本 県 の 印 象 を 語 る 日 下 部 氏 。 か つ て 国 土 技術 総 合 政 策 研 究 所 の 河 川 研 究 部 に 在 籍 し 、 ２ ０ ０２ 年 度 か ら ３ 年 間 、 つ く ば エ ク ス プ レ ス が 開 通 する 直 前 ま で つ く ば 市 に 在 住 し た 経 験 を 持 つ 。

　
７ 月 １ 日 か ら 常 陸 河 川 国

道 事 務 所 長 に 就 任 。 す で に常 陸 大 宮 市 や 常 陸 太 田 市 、大 子 町 の 久 慈 川 筋 を 見 て回 っ た と い い 、 引 き 続 き 県内 を く ま な く 巡 り 、 全 体 の状 況 を 把 握 し た い と 考 え てい る 。　
緊 急 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト が

進 む 久 慈 川 と 那 珂 川 に つ いて 「 こ れ だ け 近 い 距 離 で 大規 模 事 業 が 同 時 に 行 わ れ て

い る の は 全 国 で も 珍 し い 。自 治 体 や 関 係 機 関 と 連 携し 、  『 流 域 治 水 』 の 手 法 を用 い て 、

2 4年 度 ま で の 事 業

期 間 で 集 中 的 に 取 り 組 む 」と 抱 負 。　
管 内 に は 国 道 ６ 号 、

5 0号 、

5 1号 の 直 轄 国 道 が あ る 。 こ
れ ら の 整 備 に つ い て は 「 ２車 線 区 間 が 多 い こ と は 着 任後 に た く さ ん の 方 か ら ご 指摘 を い た だ い た 。 地 元 の 期

円 。　
排 水 整 備 事 業 は 下 水 道 等

の 供 用 開 始 後 ２ 年 以 内 に 実施 す る 公 共 枡 ま で の 配 水 管工 事 、 水 洗 化 の た め の ト イ　
東 海 村 は 、 リ サ イ ク ル プ

ラ ザ と う か い （ 村 松 ２ ０ ８７ ） の 解 体 工 事 を 計 画 し てい る 。 本 年 度 は 設 計 業 務 に取 り 掛 か り 、 ２ ０ ２ ２ 年 度に 着 工 す る 予 定 。 設 計 業 務の 委 託 に 係 る 指 名 競 争 入 札は ７ 月

2 7日 に 執 行 し 、 一 級

Ｓ 造 ２ 階 建 て 、 延 べ 床 面 積が ８ ２ １ ㎡ 。 解 体 に 係 る 実施 設 計 は 、 ２ ０ １ ８ 年 度 に中 央 技 術 ㈱ （ 大 宮 営 業 所 ）が 担 当 し た 。　
敷 地 は 市 有 地 で あ る が 、

解 体 後 の 利 活 用 な ど は 決ま っ て い な い と の こ と 。　
ま た 、 残 る 山 方 学 校 給 食

セ ン タ ー （ 小 貫 字 真 間 下 ７８ １

－ １ ） に つ い て は 、 児

童 ・ 生 徒 の 減 少 を 踏 ま えて 、 今 後 の 集 約 な ど も 検 討　
県 宅 地 整 備 販 売 課 は 、 島

名 ・ 福 田 坪 地 区 の 住 宅 事 業者 向 け 用 地 を 一 般 競 争 入 札で 分 譲 す る 。 面 積 は ２ ８ ７６ ・ ７ ４ ㎡ 。 予 定 価 格 （ 最低 売 却 価 格 ） は １ 億 ６ ２ ２４ 万 ８ ０ ０ ０ 円 。 開 札 日 は８ 月

1 7日 。

　
土 地 の 所 在 は Ａ ９ 街 区 ①

画 地 外 ８ 画 地 。 つ く ば エ クス プ レ ス 万 博 記 念 公 園 駅 の北 西 部 。 用 途 地 域 は 第 一 種低 層 住 居 専 用 地 域 （ 建 ぺ い率

4 0％ ／ 容 積 率

8 0％ ） お よ

び 第 一 種 住 居 地 域 （ 建 ぺ い率

6 0％ ／ 容 積 率 ２ ０ ０ ％ ）  。

画 地 地 積 は 、 Ａ ９ 街 区 ① ③画 地 が ５ ４ ３ ・ ４ ７ ㎡ 、 Ａ
1 0街 区 ① 画 地 が ９ ５ ３ ・ ２

２ ㎡ 、 Ａ

3 6街 区 ⑥ 画 地 が ３

　
常 陸 大 宮 市 は 、 旧 大 宮 学

校 給 食 セ ン タ ー （ 下 村 田 字金 堀 ９ ４ ７ ） の 解 体 工 事 を行 う 。 早 け れ ば

1 0月 中 に 一

般 競 争 入 札 を 公 告 す る 予 定で 、 工 期 は ５ カ 月 を 見 込 んで い る 。 当 初 予 算 で は 、 解体 工 事 費 に ６ ４ ３ ２ 万 ８ ００ ０ 円 を 措 置 し た 。　
市 で は 学 校 再 編 に 対 応 す

る と と も に 、 老 朽 化 し た 大宮 学 校 給 食 セ ン タ ー お よ び 地 元 業 者 を 活 用 で き る 仕 組み を 工 夫 し て い き た い 。 さま ざ ま な 面 で 地 元 の 皆 さ まと 良 好 な 関 係 が 構 築 で き れば 」 と 期 待 を 寄 せ る 。

と な る 。 上 限 額 は ５ ０ ０ 万円 。　
解 体 事 業 は 建 物 本 体 の 解

体 お よ び 処 分 工 事 が 対 象 。敷 地 の 外 構 お よ び 造 成 工 事は 対 象 外 。 上 限 額 は １ ０ ０万 円 。　
遊 具 補 修 等 事 業 は 区 が 管

理 す る 既 存 遊 具 の 補 修 お よび 撤 去 で 遊 具 新 設 は 対 象外 。 上 限 額 は

1 0万 円 。

9 4・ ７ ７ ㎡ 。 ま た 、 旧 休 憩
棟 が

7 9年 度 に 建 築 。 Ｓ 造 平

屋 建 て 、  延 べ 床 面 積 １ ７ ０  ・３ ４ ㎡ 。 い ず れ も 耐 震 性 能は 旧 耐 震 。　
村 清 掃 セ ン タ ー の 近 く に

あ る リ サ イ ク ル プ ラ ザ （ 旧老 人 福 祉 セ ン タ ー ） で は 、リ ユ ー ス 品 の 展 示 ・ 販 売 など を 行 っ て い た 。 施 設 の 老朽 化 に 伴 い 、 ２ ０ ２ ０ 年 度を も っ て 閉 館 。 現 在 は 使 われ て い な い 。　
な お 解 体 後 の 跡 地 （ 村 有

地 ） 利 活 用 に つ い て は 、 現時 点 で 決 ま っ て い な い も よう だ 。は 坂 本 メ ン テ ナ ン ス ㈱ （ 稲敷 市 ） で 予 定 工 期 は ８ 月

3 1

日 ま で 。　
建 設 地 は 鹿 嶋 市 鉢 形 １ ５

１ ８

－

1 7で 敷 地 面 積 は ７ １

６ ・ ２ ６ ㎡ 。 市 道 ０ １ ０ ５

待 が 大 き い こ と は 承 知 し てい る の で 、 本 年 度 に 新 規 事業 化 さ れ た 酒 門 町 交 差 点 立体 を 含 め 、 拡 幅 や バ イ パ ス整 備 な ど の 事 業 進 捗 を 図 って い く 」  。　
地 元 の 建 設 業 に は 「 災 害

時 の 迅 速 な 対 応 な ど 、 地 域の こ と を よ く 知 っ て い る 企業 で な け れ ば で き な い こ とは 多 い 。 地 域 密 着 型 や 自 治体 実 績 評 価 型 な ど と い っ た

レ 改 修 工 事 が 対 象 。 上 限 額は １ ０ ０ 万 円 。　
再 建 支 援 事 業 は 災 害 等 で

損 傷 し た 建 物 本 体 お よ び 建物 本 体 に 属 す る 部 分 が 対 象建 築 士 事 務 所 Ａ ． Ｉ ． 設 計が １ ５ ６ 万 円 （ 税 抜 き ） で落 札 し た 。　
施 設 は 本 館 が １ ９ ７ ７ 年

度 に 建 築 。 Ｓ 造 平 屋 建 て 、延 べ 床 面 積 ５ ８ ８  ・  ２ ５ ㎡ 。旧 作 業 棟 が

7 9年 度 に 建 築 。

Ｓ 造 平 屋 建 て 、 延 べ 床 面 積す る 。　
な お 旧 御 前 山 学 校 給 食 セ

ン タ ー （ 野 口 字 内 原 １ ３ ３７ ） 解 体 工 事 は 、 す で に 指名 競 争 入 札 で 発 注 済 み 。 予定 価 格 （ 税 抜 き ） は １ １ １１ 万 円 で 、 ８ 月

1 7日 に 執 行

す る 。　
㈱ ユ ー ゴ ー ソ リ ュ ー シ ョ

ン  （ 小 美 玉 市 中 延 １ ７ ８ ８ ）は 鹿 嶋 市 に コ イ ン ラ ン ドリ ー 兼 用 ク リ ー ニ ン グ 取 次店 「 ク リ ー ニ ン グ 専 科 鹿 嶋鉢 形 店 」 を 新 築 す る 。 施 工２ ３ ・ ０ ７ ㎡ 、 Ａ

3 7街 区

㊳

～
㊶
画 地 が ７ ８ ９  ・  ５ ４ ㎡ 、

Ａ

4 2街 区 ② 画 地 が ２ ６ ７ ・

４ ４ ㎡ 。　
土 地 利 用 の 主 な 条 件 は 、

土 地 の 引 渡 し の 日 か ら ５ 年以 内 に 住 宅 の 建 設 お よ び 分譲 事 業 を 行 う こ と な ど を 設定 し て い る 。　
入 札 説 明 書 は ８ 月 ４ 日 ま

で 配 布 。 入 札 参 加 資 格 審 査受 付 は 同 月 ３ 日 、 ４ 日 。 落札 者 が い な い 場 合 な ど は 、同 月

1 8日 ～

1 2月

2 8日 ま で の

間 、 先 着 受 付 で 買 受 人 を 決定 す る 。　
担 当 は 県 宅 地 整 備 販 売 課

宅 地 企 画 ・ 販 売 担 当 （ 電話 ０ ２ ９

－ ３ ０ １

－ ２ ７ ９

８ ）  。

御 前 山 学 校 給 食 セ ン タ ー の環 境 改 善 を 図 る た め 、 新 学校 給 食 セ ン タ ー へ の 集 約 を計 画 。　
本 年 度 か ら 新 し い 学 校 給

食 セ ン タ ー （ 市 学 校 給 食 セン タ ー 、 鷹 巣 字 犬 追 ２ ６ ６９

－ ２ ） が 運 用 を 開 始 し た

た め 、 既 存 施 設 は 解 体 す るこ と と な る 。　
旧 大 宮 学 校 給 食 セ ン タ ー

は 、 １ ９ ７ ８ 年 度 に 建 築 。 　
稲 敷 市 は 地 区 集 会 施 設 の

新 築 や 地 区 が 管 理 す る 遊 具の 補 修 や 解 体 を 行 う 場 合 、そ の 経 費 を 一 部 助 成 す る 。補 助 対 象 事 業 は 新 築 や 補修 、 排 水 整 備 、 解 体 、 遊 具補 修 な ど 。 補 助 率 は 対 象 経費 の ２ 分 の １ 以 内 。　
補 助 対 象 事 業 の う ち 、 新

築 整 備 事 業 は 建 物 本 体 お よび 建 物 本 体 に 属 す る 部 分 、防 災 に 関 わ る 整 備 （ 防 炎カ ー テ ン 、  火 災 警 報 器 な ど ）が 対 象 。 上 限 額 は ５ ０ ０ 万円 。　
補 修 改 修 事 業 は 建 物 本 体

お よ び そ れ に 属 す る 部 分 、防 災 に 関 わ る 整 備 の ほ か 畳の 張 り 替 え や 水 道 接 続 工 事が 対 象 。 上 限 額 は ２ ０ ０ 万

号 線 沿 い に 位 置 す る 。　
施 設 は Ｗ 造 平 屋 建 て 構

造 。 建 築 面 積 １ ７ １ ・ ８ ３㎡ 、 延 べ 床 面 積 １ ６ ０ ・ ６５ ㎡ 。 最 高 高 さ は ６ ・ ０ ２３ ｍ 。 敷 地 内 に ボ ン ベ 庫 や駐 車 場 な ど 設 け る 。　
な お 、 設 計 は ㈱ 井 川 建 築

設 計 事 務 所 （ 稲 敷 市 ） が 策定 し た 。 ［ 本
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斉 昭 は 「 今 あ る 風 景 そ の も の 」 を 庭 園

の パ ー ツ に 見 立 て て 、 壮 大 な 偕 楽 園 を 造園 し ま し た が 、  「 吐 玉 泉 」 と 「 玉 龍 泉 」と い う 人 工 物 も 設 置 し て い ま す 。　
米 が 経 済 の 中 心 で あ っ た 江 戸 時 代 、 藩

の 収 入 の 多 寡 は 稲 の 作 柄 次 第 で し た 。 藩主 と し て は 、 利 水 、 治 水 両 方 に 関 心 を 持た ざ る を 得 ま せ ん 。　
水 戸 藩 小 石 川 邸 内 の 庭 園  「 後 楽 園 」  は 、

神 田 上 水 の 水 が 園 内 を 通 過 し て い ま す 。斉 昭 は 、 こ の 用 水 量 の 増 減 に よ り 、 そ の年 の 干 害 を 予 測 し て い ま し た 。 冷 害 は 予防 す る こ と が 困 難 で す が 、 干 害 な ら ば 用水 に さ え 気 を つ け れ ば 防 ぐ こ と が で き ます 。 そ こ で 斉 昭 は 干 害 に 備 え 、 中 国 の 専門 書 を ヒ ン ト に 揚 水 機 を 考 案 、  『 雲 霓 機纂 （ う ん げ い き さ ん ）  』 と い う 本 に ま とめ て い ま す 。　
こ う し た  「 水 」  に 対 す る 造 詣 の 深 さ が 、

「 吐 玉 泉 」 と 「 玉 龍 泉 」 の 設 置 に 結 実 しま し た 。 と も に 台 地 の 際 に 造 ら れ 、 地 下水 を 集 水 す る と い う 基 本 構 造 は 同 じ です 。 前 者 は 「 水 量 」 後 者 は 「 水 勢 」 を 表現 し た も の で す 。 位 置 関 係 も 含 め て 、 両者 は ペ ア で 考 え な け れ ば な り ま せ ん 。　 「 玉 龍 泉 」 は 、 斉 昭 旧 蔵 の 「 偕 楽 園 図 」に は 「 飛 玉 泉 」 と あ り 、 水 勢 に 重 点 を 置い て い た こ と が う か が え ま す 。 当 時 の 水の 高 さ は 一 丈 （ 約 三 メ ー ト ル ） と い わ れま す が 、 現 在 は 一 ～ 二 メ ー ト ル で 、 桜 山駐 車 場 の 片 隅 に あ り ま す 。　
現 在 「 日 本 最 古 の 噴 水 」 と し て 、 文 久

元 年 （ 一 八 六 一 ） に 造 ら れ た と い う 金 沢兼 六 園 内 の も の が 広 く 知 ら れ て い ま すが 、  「 玉 龍 泉 」 は 偕 楽 園 開 園 時 （ 天 保 十三 年 ・ 一 八 四 二 ） に は あ っ た と 考 え ら れる の で 、 ど ち ら が 古 い か は 明 ら か で す 。　
偕 楽 園 の 表 門 か ら 入 っ て い く と 、 現 在

は 鬱 蒼 と し た 杉 林 と 竹 林 が 広 が っ て い ます 。 と こ ろ が 「 偕 楽 園 図 」 を 見 る と 、 こ

こ は 梅 林 と な っ て お り 、 本 来 、 明 る い 空間 が 広 が り 、 そ の 中 の 坂 を 下 っ て い く 目線 の 先 に 「 玉 龍 泉 」 が 見 え る よ う に 設 計さ れ て い た こ と が わ か り ま す 。 こ の 視 線と 動 線 の 関 係 は 、 ま た 後 ほ ど 触 れ た い と思 い ま す 。　
一 方 、  「 吐 玉 泉 」 で す が 、 常 陸 太 田 市

真 弓 山 産 の 大 理 石 「 寒 水 石 」 が 使 用 さ れて い ま す 。 石 灰 岩 な の で 水 に 溶 け や す いた め に 、 現 在 の も の は 四 代 目 （ 昭 和 六 十二 年 更 新 ） と の こ と で す が 、 な ぜ そ の よう な 性 質 の 石 を 用 い た の で し ょ う か 。　
謎 を 解 く

カ ギ は 、 斉昭 が 「 寒 水石 」 を ど のよ う な 場 面で 使 っ た のか 、 と い うこ と に あ りそ う で す 。

時 代 の 変 革 者 ・

徳 川 斉 昭

 ⑧

茨 城 県 立 歴 史 館

特 任 研 究 員

　
永 井

　
博

茨 城 の茨 城 の
歴 史 点 描歴 史 点 描

▲ 現 在 の 「 玉 龍 泉 」

日 本 最 古 の 噴 水

 玉 龍 泉

　 一 番 の 特 長 は 、 自 宅 や 外 出 先 か ら 見 た い と き 、 読 み た い と 思 っ た と き に 、

い つ で も ど こ で も 手 軽 に 閲 覧 出 来 る こ と が 最 大 の メ リ ッ ト で す 。 ス マ ー ト

フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト な ど の 携 帯 ツ ー ル で 簡 単 に 読 め る た め 、 取 引 先 や 元 請

け 、 下 請 け 先 、 現 場 の 職 人 配 置 に も 利 用 可 能 な の で 、 即 時 に そ の 場 で 連 絡 ・

調 整 が 図 れ ま す 。 ま た 、 新 規 顧 客 の 拡 大 な ど 営 業 ツ ー ル に 最 適 で す 。 速 報 性

に 優 れ 、 い ち 早 く 確 か な 情 報 を 提 供 し ま す 。

■ 外 出 先 か ら い つ で も 読 め る
■ 新 聞 よ り 早 く 情 報 入 手
■ 顧 客 拡 大 な ど 営 業 ツ ー ル に 最 適
■ 現 場 の 社 員 配 置 も 指 示

電 子 版
＆

W e b 版

電 子 版
＆

W e b 版

知 り た い 情 報 が と に か く 早 い

「 情 報 先 取 り 」 今 日 の 紙 面 を 丸 ご と “ チ ェ ッ ク ”
一 歩 先 行 く“  受 注 戦 略 ”

「 電 子 版 」 も 「 W e b 版 」 も

只 今 、 無 料 サ ー ビ ス で す

万 博 記 念 公 園 駅

至
秋
葉
原

至  つ く ば

至 秋 葉 原

対 象 土 地
A ９ 街 区 ① ③ 画 地
地 積 ：5 4 3. 4 7 ㎡

対 象 土 地
A 1 0 街 区 ① 画 地
地 積 ：9 5 3. 2 2 ㎡

対 象 土 地
A 3 6 街 区 ⑥ 画 地
地 積 ：3 2 3. 0 7 ㎡

対 象 土 地
A 4 2 街 区 ② 画 地
地 積 ：2 6 7. 4 4 ㎡

対 象 土 地
A 3 7 街 区 38 ～ 41 画 地

地 積 ：7 8 9. 5 4 ㎡

く さ か べ 　 た か あ き

　 1 9 6 7 年 1 2 月 2 1 日 生 ま れ 。 5 3

歳 。 東 京 都 出 身 。 京 都 大 学 工

学 部 土 木 工 学 科 卒 。 9 1  年 に

旧 建 設 省 へ 入 省 。 東 北 地 方 整

備 局 湯 沢 河 川 国 道 事 務 所 長 を

経 て 現 職 。 趣 味 は 登 山 。

地 元 業 者 の 活 用

 仕 組 み を 工 夫

緊 急 治 水プ
　 　

ロ 久 慈 川

な
　

　
ど 集 中 的 に 実 施

国 交 省 常 陸 河 川 国 道 事 務 所

所 長  日 下 部 　 隆 昭 氏

学 校 給 食 セ ン タ ー 解 体

早 け れ ば

1 0月
に

　
　
も 公 告

常 陸 大 宮 市

対 象 経 費 ２ 分 の １ 以 内

集 会 施 設 新 築 等 に 補 助

稲 敷 市

東 海 村

 工 事 は

2 2年 度 着 手

リ サ イ ク ル プ ラ ザ 解 体
島

　
名

福 田 坪

 一 般 競 争 入 札 で 分 譲

住 宅 事 業 者 向 け

2 8 7 6㎡

茨 城 県

㈱ ユ ー ゴ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン

ク リ ー ニ ン グ 店 新 築

イ ン タ ビ ュ ーイ ン タ ビ ュ ー

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  6, 0 0 0  円 （ 税 別 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  1, 5 0 0  円 （ 税 別 ）
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人 と 環 境 の 未 来 を 創 造 す る


